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3
・
日
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

被
災
者
の
権
利
を
守
る
復
興
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
も
被
災

地
の
皆
さ
ん
と
下
を
悦
え
、
ど
こ
ま
で
も
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。

民
主
党
野
国
政
権
は
、
米
国

・
財
界
に
一
一
百
わ
れ
る
ま
ま
、
な
り
ふ

り
構
わ
ず
、
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。
消
費
税
大
噌
税
を
、
衆
議
院

比
例
定
数
削
減
と
.
体
に
押
し
す
す
め
る
駄
な
r
を
行
な
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
米
軍
新
法
地
建
設
を
沖
縄
に
押
し
つ
け
、

T
P
ド
参
加
で

は
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
す
。
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

違
滋
の
「
思
怨
調
査
」
に
蕗
呈
さ
れ
た
怖
ド
徹
「
大
阪
維
新
の
会
」

に
k
る
独
裁
政
治
を
汗
さ
ず
、

H
本
の
民
主
主
義
を
中
り
ぬ
く
た
た

か
い
も
噴
要
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
日
の
情
勢
の
も
と
で
こ
そ
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
同
賠
署
名

で
誠
実
に
ま
わ
り
の
人
た
ち
へ
訴
え
る
こ
と
が
革
法
で
す
。
同
盟
泌

動
を
国
民
巡
動
に
高
め
て
い
く
た
め
に
全
会
員
が
針
闘
し
ま
し
上
う
。

紹
介
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
た
新

た
な
試
練
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

歴
史
認
識
を
正
す
法
本
に
し
っ
か
り
と
立
ち
、
国
民
の
正
義
の
戸
を

大
き
く
集
め
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

5
月
8
日
の
国
会
請
願
め
ざ
し
、
大
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
す
。
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支
部
カミ
昨
年
同
時
北期
海 を

道議

北
海
道
の
署
名
は
や
っ
と
1
方
を
超

し
た
と
こ
ろ
で
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
ロ

支
部
中
、

8
支
部
が
昨
年
同
時
期
の
数

を
超
え
ま
し
た
。

2
月
ロ
日
に
常
任
幹

周
一
事
会
を
開
き
、
国
会
誌
願
ま
で
期

uは

不
一
切
迫
し
て
い
る
が
、
宗
教
団
体
な
ど
諸

問
一
団
体
や
広
い
層
に
署
名
を
訴
え
、
全
会

明
白
馬
か
参
加
す
る
な
ど
や
る
べ
き
事
を
し
っ

持
一
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
、
多
喜
二
祭、

初
一
3
・
日
集
会
な
ど
顕
彰
活
動
の
規
艇
を

1989年5月8日第三利回1鄭便物認可

大
き
く
し
て
署
名
飛
躍
に
つ
な
げ
よ
う

と
討
議
し
ま
し
た
。

苫
小
牧
支
部
は
街
頭
で
署
名
を
訴
え
、

尚
校
生
な
ど
打
い
人
と
の
対
話
を
広
げ
、

な
ぜ
今
こ
の
署
名
な
の
か
今
日
の
課
題

と
結
び
つ
け
て
話
し
て
い
ま
す
。
北
見

支
部
は
会
員
と
同
じ
位
の
協
力
者
に
訴

え
て
署
名
を
広
め
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
必
地
撤
去
、

T
P
P
反
対
、

反
原
発
、
「
秘
密
保
全
法
」
反
対
な
ど
の

闘
い
と
連
帯
し
、
活
動
を
国
民
的
運
動

に
広
げ
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
会
員
拡
大

で
同
盟
の
活
力
を
増
す
こ
と
が
署
名
増

の
力
に
な
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

原発ゼ口集会で署名求める東京の会員

3
月
中
に
目
標
達
成
め
ダ
す
山

形

山
形
県
で
は
2
月
中
に
目
標
の
卸
%
、

3
月
中
に
達
成
を
め
ざ
し
て
署
名
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
消
水
与
で
の

慰
霊
祭
を
生
か
し
て
の
寺
院

・
宗
教
団

体
回
り
、
民
主
団
体
の
戦
前
の
活
動
や

弾
圧
の
歴
史
な
ど
を
語
り
な
が
ら
の
署

名
依
頼
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
枠
を
広
げ

る
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
一

一，、

E
二

例
年
前
の

H
3
月
日
日

特
に
、
昨
年
の
市
陽
市
議
会
で
の
苅

一
日
門
司
コ

を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
H

と

願
採
択
を
生
か
し
た
点
置
賜
支
部
の
取
ニ
議

潤

w
一
心
あ
る
人
々
が
今
年
も
集

り
組
み
が
県
全
体
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
こ
仮
睡

」
会
を
開
き
ま
す
。
治
安
維

一

回

J
4
n
M
A区民ル
H
峰
田

て
い
ま
す
。
今
年
の
1
月
に
支
部
長
が
一
F

・s
・-rHHUE
持
法
が
大
規
模
に
適
用
さ

南
陽
市
職
員
組
合
(
自
治
労
)
の
委
員
一
れ
た
の
が
昭
和
3
年
の
「
3
・
同
事
件
」

長
に
議
会
請
願
採
択
の
経
過
を
指
し
、
一
で
し
た
。
特
高
普
棋
は
、
こ
の

u、
活

組
合
内
で
の
存
名
の
取
り
組
み
を
.
安
品
動
家
1
6
0
4
名
を
検
挙
し
、
・
d
話
に

・

し
ま
し
た
。
委
員
長
は
執
行
委
員
会
に
一
絶
す
る
拷
問
を
加
え
ま
し
た
V
小
林
多

一

か
け
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
そ
の
結
一
喜
二
は
小
説
二
九
二
八
年
三
月
十
五
一

果
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
1
カ
月
後
に
一
臼
」
で
、
山
本
立
治
は
帝
国
議
会
で
、
一

組
合
か
ら
山
接
文
部
長
宅
に
組
合
同
数

-官
憲
に
よ
る
持
問

・
虐
待
を
微
ほ
し
て

一

の
2
倍

5
1
0
笹
の
署
名
が
届
き
ま
し

一告
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
点
実
を
恐

た
。
こ
の
成
巣
を
他
の
自
治
体
に
も
生
一
れ
た
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
多
喜
一
.
は

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
築
地
警
察
署
で
無
残
な
死
体
と
な
り
、

初
周
年
、

1
万
5
千
筆
に
挑
戦
!

一宣
治
は
官
憲
の
指
喉
に
よ
っ
て
虐
殺
さ

一れ
ま
し
た
V
い
ま
同
盟
が
長
年
の
調
査

兵

庫

一一を
経
て
発
点
し
た

J
U滋
に
よ
る
府
殺

・

兵
雌
の
現
布
の
到
達
は
約
5
千
準
で

一虐
待
死
H

m

山
名
の
名
簿
が
反
響
を
呼
ん

本
格
的
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
そ
の

一
で
い
ま
す
。
小
冊
子
「
虐
殺
|
国
家
権

た

め

に

一

力

の

犯

罪

」

2
千
冊
は
瞬
く
聞
に
無
く

①
明
石
支
部
が
ス
タ
ー
ト

・
ダ
ッ
シ
ュ
一
な
り
、
第
2
刷
3
千
冊
を
噌
刷
V
こ
の

し
、
昨
年
ロ
月
結
成
さ
れ
た
何
冊
文
部

一名
簿
を
見
る
と
ほ
と
ん
ど
が
初
代
の
お

を
含
め
県
下
6
支
部
が
目
標
に
こ
だ
わ

一省
で
す
い
ま
、
歴
史
に
学
び
時
山
入
を

り
、
推
進
の
役
割
を
は
た
す
。

一
つ
く
ろ
う
と
同
盟
運
動
を
わ
が
事
と
し

②
支
部
の
な
い
阪
神
地
域
、
北
播
地
域
一
て
自
覚
し
た
若
者
が
生
ま
れ
、
先
日
、

に
県
本
部
J
J
役
が
2
月
に
団
体
訪
問
や
一
同
盟
の
第
1
悶
舟
年
部
交
流
集
会
が
開

会
内
外
の
有
み
在
に
あ
い
署
名
協
A
と

一か
れ
た
芯
識
は
大
き
い
(
池
)

円

4



訂
恥
づ
く
り
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。

3
一
③
全
県
的
な
運
動
と
会
外
の
協
力
芥
を

叫
一
広
げ
る
た
め
に
1
月
以
来
、
4
0
0
名

ト
一
超
え
る
会
員
に
署
名
用
紙
と
三
役
連
名

約
一
の
訴
え
を
送
付
、
会
外
の
協
h
有
に
も

日
一
手
渡
し
で
依
頼
、
昨
年
を
上
阿
る
署
名

川
一
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ω
@
3
・
日
屯
税
反
対
集
会

・
メ
ー
デ
ー

一
を
は
じ
め
国
会
話
願
ま
で
の
各
種
集
会
、

一
行
事
に
多
数
が
参
加

・
行
動
し
、

過
去

を
上
ま
わ
る
官
名
を
集
め
る
。

ふ
じ
支
部
、
全
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て

一

歩
外
に
足
を
踏
み
出
す
よ
う
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
学
習
会
参
加
者

同
会
話
願
も
5
月
8
日
に
決
定
し
、
へ
の
訴
え
、
友
誼
団
体
、
労
組
な
ど
へ

官
名
は
あ
と
2
か
H

月
半
の
短
期
間
。

再
度
の
要
治
、
さ
ら
に
存
間
決
起
集
会

岡
山
県
本
部
は
、

3
月
3
日

に

県

常

や
3
・
口
重
税
反
対
統

一
行
動
に
参
加

任
理
事
会
と
県
理
事
会
の
合
同
会
議
を
し
、
精
力
的
に
訴
え
る
こ
と
に
し
て
い

開
催
し
、
中
央
常
任
刑
仕
事
会
の
決
定
を
ま
す
。
現
在
日
開
の
道
下
ば
で
す
。

伝
え
、
意
志
統

一
を
し
ま

す

「

未

達

成

に

終

わ

っ

た

昨

年

の

失

敗

を

ま
ず
役
員
が
先
頭
に
立
つ
}」
と
、
直
繰
り
返
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
今
年
こ

接
面
会
し
て
力
持
ち
会
員
に
初
唱
、
初
そ
日
燃
を
達
成
し
、
会
U
拡
大
も
広
げ
、

周
一

軍

の

署

名

を

お

願

い

す

る

。
そ
し
て
、
詰
願
行
動
の
成
功
に
向
け
、
紳
を
強
め

不
一
九

日
一
吋
・

l
E'
昨
年
、
清
水
寺
で
「
治
個
人
で
し
た

03
!
?や稲
を
も
っ

J

則
一
川

掴
咽
田
圃
明
百
・
吊
巾

a・
安
維
持
法
犠
牲
者
慰
羽
祭
」

て
い
る
例
人
を
狙
い
喰
ち
に
し
ま
す
。
例
人
を
潰
す
こ
と

川

内

J
一

刷

ー空
一

i
-一
F
ILEEv
a--

年
一川

J

弘
巳?
袖
曜
咽
薗
匹
圃

が
挙
行
さ
れ
た
と
き
、
こ
に
よ
り
権
力
側
は
他
の
人
々
に
恐
怖
を
与
え
目
的
を
達
成

山

2
一川

一一仇

4

，.、
，『
』・・・
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・

"

則
一川

一

「¥
!
ι明
盲
圃
圃
圃

の
義
挙
に
感
謝
し
つ
つ
何
し
て
き
ま
し
た
。
不
義
な
権
ん
へ
の
抵
抗
を
教
団
へ
の
反

川

2

川
・

一

h
B
'
d
r

・-E-----

一
l
'
v

jリ
刊
l
掴
M
・
・
・

故
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
行
逆
と
等
航
さ
れ
た
大
逆
引
件
の
犠
牲
と
な
っ
た
人
で
、
前

川

日

.

JE
t
i
-
-
ah
司

l

j

i

i

侶
た
ち
の
場

叩

ー
ロ
ギ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

「

弱

者

は

い

つ

の

世

も

個

Aだ
、
と
い
う
こ
と
」

合
、
仲
間
で

…

酌
一
川

と

冴

る

気

持

ち

が

湧

き

ま

し

あ

る

べ

き

所

川

畑

一

川

目

。

大

江

真

道

ー
川

医

一

川

予

属

教

団

か

ら

川

県

ぎ

そ
し
て
当
時
、
教
団
教
派
の
権
力
へ
の
婦
も
除
名
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
真
理
を
ま
げ
ず
迫
害
さ
れ

…

が
一
…

一

一
従
は
同
家
権
刈
か
ら
教
川
が
消
減
さ
せ
ら
れ
た
治
安
維
持
法
犠
牲
者
は
旧
約
昭
一
書
の
制
三
者
が
た
ど
っ

…

竺
川

P
J
m
一
る
危
機
を
回
避
す
る
た
め
だ
っ
た
こ
と
に
思
た
道
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

間
一
…

O
M一
い
あ
た
り
ま
し
た
。
い
つ
の
世
も
宗
教
教
同

(

京
都
宗
教
者
平
和
協
議
会
副
理
事
長
日
本
聖
公
会
歴

…

捌
一
川

‘
は
殉
教
せ
ず
、
殉
教
す
る
の
は
そ
の
な
か
の

史
研
究
会
会
長
)

し
一
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力
持
ち

20 
宅

30 
唱

岡裏
山，消

合
っ
て
い
ま
す
。

女
性
部
員
が
臼
名
会
員
拡
大
徳

島

前
大
会
で
阿
世
運
動
を
間
以
的
運
動

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
決
議
さ
れ
て
8
カ

一

月
。
情
勢
が
求
め
る
組
織
の
拡
大
こ
そ
一

急
務
と
議
論
を
繰
り
返
し
、

「不
屈
」
一

を
届
け
集
金
が
主
た
る
活
動
に
な
っ
て

一

い
た
こ
と
を
反
省
。
女
性
部
員
が
全
会
一

μを
訪
問
、
結
び
つ
き
を
つ
よ
め
よ
う
、

一

会
員
の
思
い
を
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
と

1
月
よ
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
U
阿
訪
問
、
会
員
同
名
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ち
女
性
が

叩
名
、
不
屈
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
傑
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

政
屯
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
新
入
会
員

が
同
盟
の
趣
旨
に
賛
同
し
友
達
に
呼
び

か
け
会
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
経
験
、

署
名
で
は
叩
名
分
を
引
き
受
け
る
方
な

ど
、
訪
問
に
よ
っ
て
結
び
付
き
が
目
に

見
え
る
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

4
対
日
日
に
'K
性
部
総
会
を
予
定
し
、

お
聞
き
し
た
意
見
を
大
切
に
方
針
を
練

り
と
げ
活
動
を
生
き
い
き
と
し
た
も
の

に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)
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川
一

新
一

行
年
部
全
同
交
流
会
が
2
月
ロ
口
、

刊
班
点
で
捌
か
れ
、

柳
川
瀬
川
会
長
、
明

則
一
本

〕
彦

・
矢
島
恒
夫
両
副
会
長
、
針
谷

侮
一
宏

一
事
務
局
長
は
じ
め
刊
都
府
県
本
部

一
か
ら
同
名
が
参
加
し
ま
し
た
一

一

柳
川
瀬
会
長
は
、
①
い
ま
な
ぜ
巾
午

一
部
結
成
を
呼
び
か
け
る
か
、
②
青
年
部

周
一
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
、
③
奈
良
県

不

本
部
の
先
進
か
ら
学
び
、
全
同
に
広
げ

問
一
ょ
う
、
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

明
一

奈
良
県
本
部
の
相
辺
実
会
長
か
ら
、

得
一
宮
本
県
議
ら
3
人
か
ら
青
年
部
を
出
発

初
一
さ
せ
た
経
過
を
報
件
。
h

川
年
部
長
の
ん
川

圃
本
次
郎
県
議
は
、
「
特
出
月
報
」
の
刷

一
覧
で
目
を
見
張
っ
た
。
「
こ
こ
ま
で
や

I
一

【
る
の
か
」
「
活

認

圃
動
の
中
心
は
別

問

a

歳
代
の
白
年
た

糊

ち

だ

っ

た

」

。

紅

関
心
の
あ
る
青

山

J

年
が
集
ま
る
よ

U

A
う
に
な
っ
て
い

卸

る

。
こ
こ
を
核

nv ー

に

す

れ

ば

青

年

部
は
発
展
で
き
る
確
信
を
も
っ
た
、
と

の
べ
ま
し
た
。

(
派
仰
は
次
サ
)

閤
山
岡
国

同
盟
の
諸
先
輩
と
共
に

膏
森
県
東
膏
支
部

細
川

弘
彦

今
川
、
会
み
に
参
加
し

一
番
感
じ
た

事
は
、
背
年
会
員
増
や
し
の
難
し
さ
が

一
番
印
象
に
残
り
、
尚
且
つ
、
自
分
自

身
が
地
兄
に
一民
り
、
ど
う
や
っ
て
進
め

て
い
け
ば
い
い
の
か
帰
り
の
新
幹
線
中

思
考
し
て
い
ま
し
た
。

会
議
が
始
ま
り
、
諸
先
輩
方
の
自
己

紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
庁
を
聞
か
せ

て
頂
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
「
私
が
何
故
会
員
に
な
っ
た
か
と

ぷ
う
話
を
聞
き
た
い
」
と
訊
ね
ら
れ
、

そ
の
経
緯
を
活
し
ま
し
た
。
私
は
、

「
不
屈
」
発
送
の
手
伝
い
か
ら
会
員
に

な
り
現
在
に
至
る
ま
で
を
話
し
ま
し
た
。

そ
し
て
雑
用
の
大
切
さ
を
訴
え
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
私
の
よ
う
な
打
常
者

の
話
を
諸
先
輩
方
に
領
い
て
も
ら
え
、

尚
且
つ
、

「そ
の
通
り
だ
」
と
言
わ
れ

た
時
は
大
変
隠
し
く
、
思
い
切
っ
て
話

日首

巻 す
(J. .... 
Vノ戸、

鍵 i
は ~
~~ か
B ':::> 
会 続
とふ
愛蔀

知在

愛
知
県
内
昨
年
の
総
会
以
来
、
毎
月

l
M刊
の
問
役
会
、
常
任
斡
ぃ
明
会
を
開
催

支
部
は
会
議
を
開
い
て
映
画
会
、
講
演

会
、
小
集
会
、

3
・
日
の
集
い
な
ど
を

叶
両
こ
の
積
み
呪
れ
の
中
で
会
員
拡

大
、
山
お
名
活
動
が
進
み
始
め
て
い
支
す
，

一

一
宮
支
部
で
は
訪
問
の
際
に
「
治
安

一
維
持
法
犠
牲
者
に
は
戦
争
被
害
者
よ
り

民

じ

て

侵

略

を

ト

医

院

.

し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

話
し
合
わ
れ
た
事
柄
を
持
ち
帰
り
、

青
年
部
発
足
へ
、
こ
れ
か
ら
の
同
盟
活

動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

後
継
お
を
立
き
同
盟
に

高
知
県
本
部

森

岡

幸

一

県
本
部
の
重
点
課
題
に
同
盟
運
動
を

次
の
悦
代
に
継
点
す
る
こ
と
を
.
つ
の

住
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
H
H年目別

に
呼
び
か
け
た
学
習
会
は
、
治
安
維
持

法
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
青
年
が
学

ぶ
中
で
歴
史
認
臓
を
学
び
な
お
す
機
会

と
な
り
、
民
H
H
同
組
主
催
の
映
剛

「蟹

工
船
」
の
上
映
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
ら

青
年
対
策
の
秦
議
員
は
子
育
て
世
代

決
議
文
)
、
岩
田
義
道
ら
弾
圧
に
屈
す

る
こ
と
な
く
闘
っ
た
歴
史
を
紹
介
し
た

バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
渡
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
橋
下
大
阪
市
長
の
言
動
な

ど
今
日
の
日
勢
や
、

川
本
は
過
去
の
侵

略
戦
午
の
ぷ
り
を
消
慌
で
き
て
い
な
い

事
な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
飛
躍
を
勝
ち
取
る
た
め
に

「役
目
会
の
運
営
」
「
港
支
部
が
支
部

を
靴
な
し
て
新
会
日
ム
名
の
拡
大
」
を

し
た
よ
う
に
、
総
会
目
標
を
達
成
す
る

よ
う
盆
闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

で

あ

り

卒

と

年

齢

が

近

く

し

の
バ
イ
フ
役
と
し
て
連
係
を
強
め
て
い
一

ま
す
。
今
年
は
槙
村
浩
坐
誕
1
0
0
年

一

の
節
制
で、

mm.卜
の
同
体

・
何
人
で

「
生
誕
1
0
0
年
祭
」
を
準
備
し
て
い

一

ま
す
。
青
年
組
織
に
実
行
委
員
の
要
請

一

が
あ
り
、
次
代
を
担
う
役
訓
を
務
め
て

一

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
県
本
部
に

一

符
を
附
く
H
H
年
は
県
労
連
傘
下
の
ヴ
年

一

や
民
青
同
盟
員
で
あ
り
、
こ
の
青
年
が
一

結
成
に
向
け
て
立
ち
k
が
れ
ば
組
織
が
一

で
き
る
状
況
で
す
a

今
ま
で
助
走
に
時
間
を
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
青
年
部
結
成
の
意
義
を
腹
に

お
さ
め
な
が
ら
具
体
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

-4 -
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昨
年
日
月
、
新
俳
句
人
連
盟
の
創
し一斗

U

っ
せ
き
ろ

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
栗
林

-
石
路
の

「没

後
日
年
雑
革
忌
の
つ
ど
い
」
が、

一

布
路
の
郷
里
長
野
県
青
木
村
で
開
催
さ

れ
た
。
1
8
9
4

(明
治
幻
)
年
生
ま
れ
の

一
石
路
(
木
名

・
農
夫
)
は
、
そ
の
郎

作
余
の
生
涯
の
約
印
年
余
り
を
俳
句
に

か
か
わ
り
、
了
間
況
の
「
平
而
的
写
生
」

か
ら
脱
出
し
、
荻
以
井
泉
水
の
「
層
芸
」

に
学
び
、
向
由
律
で
新
傾
向
的
な
俳
句

に
傾
倒
し
て
行
っ
た
。

畢干fEE1ヨ，'q.

11111111探 訪

「
シ
ャ
ツ
雑
草
に
ぶ
つ
か
け
て
お
く
」

生
き
て
る
証
の
俳
人
栗
林

一
石
路

2012年3月15日不屈1989年5月8日第二樋郵使物認"'T

を俳向的思会り頃 24し
発令jの傾想的社よ年てそ

表
し
は
じ
め
る
。
mm
年

「シ
ャ
ツ
と
雑

草
」
を
刊
行
、

「戦
旗
」
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
俳
句
を
発
表
す
る
。
や
が
て
時
代

は
戦
争
へ
と
突
き
進
む
中
で

「居
室
」

を
脱
し
た

一
石
路
は
1
9
3
8
(昭
和

日
)
年
、
記
者
と
し
て
中
国
に
赴
く
が
、

そ
の
こ
ろ
の
従
軍
の
記
録
「
輸
送
船
に

て
」
「
敵
前
上
陸
」
は
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
。

大
砲
が
れ
き
な

uあ
け
て
俺
に
向
い

て
い
る
初
刷
り

思
想
的
な
弾
圧
は
1
9
4
1
午
、
民

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
新
興
俳
句
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
な
ど
の
俳
句
に
ま
で
及
び
、

新
興
俳
句
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
不
vー

に
も
検
挙

・
投
獄
さ
れ
た
。
検
挙
か
ら

保
釈
さ
れ
る
ま
で
の
2
年
数
カ
月
の
作

品
が

「暗
い
道
」
で
あ
る
。

戦
後
刊
年
5
月
「
新
俳
句
人
連
盟
」

結
成
に
参
画
、
つ
い
で
委
員
長
と
な
る
。

先
達
に
学
び
、
生
き
る
証
の
句
を
詠
み

続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

(
同
盟
滋
賀
県
会
員
・
鈴
木
映
)

大
阪
市
長
橋
下
徹
が
代
表
す
る
大
阪
緩
和
な
ど
。

維
新
の
会
は
、
年
内
必
至
の
解
散

・
総
い
ま
全
国
的
に
関
心
を
集
め
て
い
る

選
挙
に
向
け
て
の
選
挙
公
約
を
「
船
中

「市
職
員
へ
の
思
惣
調
査
」
の
強
行
に

八
策
」
と
な
ぞ
ら
え
て
そ
の
骨
格
を
発
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
白
な
違
憲
で
反

表
し
ま
し
た
。

民
主
的
な
、
三
権
分
立
を
も
切
り
崩
す

橋
下
氏
に
よ
れ
ば
3
月
中
に
設
立
さ
危
険
な
軍
凶
、
不
義
的
独
裁
政
治
を
め
ざ

れ
る
同
会
の
政
治
家
養
成
の
「
維
新
政
し
て
い
ま
す
。

治
塾
」
で
の
議
論
を
過
し
て
肉
付
け
し
「
船
中
八
策
」
に
な
ぞ
ら
え
た
の
は
、

た
う
え
で
、
最
終
決
定
す
る
と
い
わ
れ
幽
郷
隆
盛
と
並
ん
で
近
代
政
治
史
上
、

て
い
ま
す
。

人
気
抜
群
の
坂
本
竜
馬
に
あ
や
か

八
策
と
い
う
か
ら
は
、
れ
は

l
」

ろ
う
と
す
る
補
下
流
パ
フ
オ

l
マ

8
項
目
。

合
E
刷

ン
ス
。

…絞
……
…
①
統
治
機
構
改
革
、

ぃ
、

本
来
の
「
船
中
八
策
」
は
、
販

…焦
……
…
②
行
財
政
改
航
、
③
公

J
Y

本
竜
馬
が
閉
じ
土
佐
藤
士
の
後
藤

……向
…
…
務
員
制
度
改
革
、
④
教

市

T
象
郎
と
大
分
県
別
府
か
ら
大
阪

E
一…
…
育
改
革
、
⑤
社
会
保
障

臥

胞

に
向
か
う
瀬
戸
内
梅
航
行
中
に
肝

制
度
、
⑥
将
済

・
税
制
、
⑦
外

円

リ

肌
相
照
ら
し
て
協
議

・
合
意
し
た

交

・
防
衛
、
③

憲

、

仏

八

項

目

の

維

新

政

治

体

制

と

新

政

手
続
き
と
は
今
後
に
な
り
ま
す
が
、

策
で
す
。
そ
れ
は
、
封
建
的
な
幕
藩
休

す
で
に
橋
下
氏
の
腹
案
が
具
体
的
政
策
制
か
ら
上
ド
二
院
制
の
議
会
創
設
を
中

の
特
徴
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
と
し
た
民
意
静
電
の
、
当
時
の
歴
史

①
大
阪
市
職
員
基
本
条
例
の
全
国
公
条
件
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
刷
新
的
な

務
員
へ
の
適
用
、
②
教
育
委
員
会
の
解
も
の
で
し
た
。

体

・
任
怠
設
置
制
、
③
上
回
相
公
選
制
、

政
局
は
い
ま
、
総
選
挙
と
新
党
届
観
、

④
参
議
院
廃
止
、
⑤
同
会
議
員
定
数
と
そ
し
て
国
民
の
諸
闘
争
で
す
。
保
守
二

歳
費
削
減
、
⑥
日

・
米

・
豪
三
国
軍
事
大
繋
凡
の
支
配
打
敬
と
と
も
に
、
反
フ
ア
ツ

同
盟
の
締
結

・
強
化
、
⑦
憲
法
改
正
条
シ
ヨ
の
統

-
行
動
が
重
大
な
課
題
と
な
っ

件
を
国
会
3
分
の
2
か
ら
2
分
の
l
に
て
い
ま
す
。

(
元
)

「

D
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個霊視藍理問

「
戦
争
や
め
よ
!
」

松
本
一川
市
郎
は
、

1
9
4
4
午
存
、

奈
良
県
点
古
野
村
山
子

・
小
(
お
む
ら
)

通
称
へ
り
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
側

に
矢
立
で
黒
々
と

「負
け
戦
争
す
る
な

パ
カ
ヤ
ロ

!
」
と
書
き
出
し
た
こ
と

で
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
約
1
年
半
奈

良
刑
務
所
に
投
獄
さ
れ
た
。
位
歳
の
時

で
あ
る
。
村
の
人
た
ち
が
、
大
宇
陀
署

に
「
松
本
さ
ん
を
釈
放
せ
よ
」
と
嘆
願

し
た
が
、
警
察
は
こ
れ
を
受
け
付
け
ず
、

釈
放
さ
れ
な
か
っ
た
。
元
市
郎
は
、

「
お
れ
は
な
に
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い

さ
な
い
」
と
・
百
い
切
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

認

い

る
。
ま
た
、
元
市
郎
は
、
産
児
制
限
、

働

k
子
教
育
を
も
主
張
し
た
と
も
伝
え
ら

附
れ
て
い
る

抗
一

松
本
冗
市
郎
は
、
東
吉
野
村
大
一旦生

川
で
、
明
治
日

(
1
8
8
2
)
年
2
M
M

附

-
H
に
誕
生
。
昭
和
お

(1
9
5
0
)
年

制
一
4
月
初
日
関
歳
で
死
亡
皆
洞
宗
龍
徳

川
汐
一
l
-

山
汲
泉
寺
境
内
の
世
帯
地
に
、
妻
の
ノ
プ

2012年3月15日不屈

と
叫
び
投
獄
さ
れ
た

松
本
元
市
郎

ヱ
さ
ん
、
息
子
の
占
郎
さ
ん
、
と
ロ郎
さ

ん
の
い
必

・
ツ
ネ
さ
ん
ら
と
と
も
に
眠
っ

て
い
る
。
ツ
ネ
さ
ん
は
来
良
刑
務
所
に

当
時
6
段
位
の
孫

・
芳
尚
さ
ん
を
連
れ

て
、
元
市
郎
に
面
会
に
行
か
れ
た
人
で
、

昨
年
i
月
M
口
、
例
歳
で
亡
く
な
ら
れ

た
。

投
獄
中
続
い
た
不
幸

元
市
郎
が
獄
中
に
囚
わ
れ
て
い
る
と

き
、
次
男
の
占
郎
さ
ん
は
昭
和
初
(
1

9
4
5
)
年
2
月
お
目
、
お
歳
で
大
分

県
で
戦
術
死
、
主
ノ
プ
ヱ
さ
ん
は
、
同

年
3
M
m
円
、
印
歳
で
死
亡
し
た
さ

ら
に
、

5
児

・
松
本
勉
さ
ん
は
同
年
7

月
日
日
に
病
托
し
た
。
そ
の
時
、
元
市

郎
は
投
獄
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
‘
こ

の
よ
う
に
、
終
戦
の
年
昭
和
初
年
は
、

松
本
家
で
は
重
大
な
困
難

・
不
幸
が
続

い
た
。
筆
苛
に
は
く
せ
な
い
不
幸
に
襲

わ
れ
る
中
で
も
、
元
市
郎
は
反
戦
の
信

念
を
貫
ぬ
い
た
。

縁
の
人
々
が
墓
参
会

東
吉
野
村
で
日
本
共
産
党
村
議
を
8

期
務
め
た
桝
本
質
雄
氏
に
よ
っ
て
、
元

市
郎
の
本
紙
が
孫

・
松
本
芳
尚
氏
ら
の

協
力
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
同
賠
伺
問
奈

良
県
本
部
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
昨
年
9
Aげ
H
、
同
出
身
小
良
川州
本

部
主
催
の
叫
参
会
と
偲
ぶ
会
が
汲
'
対
中

の
境
内
の
草
地
で
行
わ
れ
た
。

墓
参
会
に
は
、
松
本
元
市
郎
氏
の
係

・

松
本
芳
尚
さ
ん
ら
4
人
の
遺
族
と
桝
本

元
日
本
共
産
党
村
議
を
は
じ
め
大
豆
生

れ
の
総
代
ら
を
含
め
東
吉
野
村
住
民
と

同
盟
奈
良
県
本
部
代
表
ら
合
計
加
入
が

参
加
し
た
。

墓
参
会
で
は
、
ぃ
東
吉
野
村
出
身
で
林

業
研
究
家
の
谷
幡
兵
衛
氏
が
導
師
と
な
っ

て
般
若
心
経
を
唱
え
、
松
杢
οん
の
甥

・

松
本
高
八
郎
氏
が
念
仏
を
唱
え
た
あ
と
、

私

・
問
辺
は
向
賠
向
盟
広
州
良
県
本
部
会

長
と
し
て
、

「貴
方
の
市
川
公
あ
る
行
動

を
多
く
の
村
氏
に
知
っ
て
も
ら
い
、
巡

法
九
条
を
守
り
抜
き
二
度
と
戦
争
を
行

わ
な
い
円
本
社
会
実
現
の
た
め
全
力
を

尽
く
す
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

墓
参
会
の
後
、
汲
泉
寺
の
お
常
で
食
事

を
取
り
な
が
ら
偲
ぶ
会
が
開
か
れ
た
。

偲
ぶ
会
で
は
、
松
本
芳
尚
さ
ん
が
遺

族
を
代
表
し
て
、

「
こ
れ
ま
で
、
元
市

郎
お
じ
い
さ
ん
の
法
要
を
行
っ
て
き
た

が
、
こ
の
よ
う
に
戦
争
に
反
対
し
信
念

を
貫
い
た
こ
と
を
た
た
え
る
こ
と
は
し

て
こ
な
か
っ
た
3

こ
れ
か
ら
は
、
元
市

郎
の
本
w
l
の
時
代
が
は
じ
ま
る
」
と
技

拶
。
桝
本
元
村
議
は
、

「松
本
元
市
郎

さ
ん
が
『
負
け
戦
争
や
め
よ
パ
カ
ヤ

ロ
l
』
と
訴
え
、
奈
良
刑
務
所
に
投
獄

さ
れ
て
か
ら
前
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の

・

『
パ
カ
ヤ
ロ

l
』
に
は
愚
か
な
戦
争
を

-

推
進
し
た
権
力
に
対
す
る
鋭
い
批
判
が
一

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
松
本
さ
ん
の
よ
一

う
な
立
派
な
方
が
、
こ
の
東
吉
野
村
に
一

お
ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
之
一

と
述
べ
ま
し
た
。
当
時
国
民
学
校
4
年
一

生
で
現
場
を
見
た
谷
氏
は
、

「松
本
さ

一

ん
の
勇
気
あ
る
事
績
は
、
こ
の
場
に
と

一

ど
め
ず
点
吉
野
村
だ
け
で
な
く
奈
良
県
、

-

全
問
の
人
に
知
ら
せ
語
り
次
い
で
い
く

こ
と
が
大
事
だ
」
な
ど
こ
も
ご
も
感
想

・

立
見
を
出
し
合
っ
た
。

ψ
!
日
会
場
で
、
松
本
芳
尚
さ
ん
と
松

本
卓
八
郎
さ
ん
が
同
賠
同
盟
に
加
入
し

て
い
た
だ
い
た
。

(同
盟
奈
良
県
本
部
会

長

田
辺

実
)
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

東

京

都

若

林

義

文

安
保
舷
棄
の
賛
窓
を
つ
の
る
新
聞
に
剥
載
待
つ
は
兵
な
り
し
吾
れ

師
岡
山

江
川
佐
一

お
き

H
に
『
大
逆
事
件
』
読
み
て
来
し
啄
木
の
思
い
い
主
に
し
て
知
る

岐

阜

県

和

何

日

.

一一

凶
叫
に
桜
餅
も
並
べ
民
て
傘
舟
の
い
久
は
右
舗
を
守
る

大
分
以

渡

辺

幹

生

「身
を
切
る
」
と
・d
う
が

一
体
識
の
身
ぞ
政
党
助
成
金
こ
そ

一
訴
に
切
れ

向
山
恨
山
川

小
で
い
い
信
忠

勾
主
や
弥
生
の
森
に
王
限
る
西
谷
墳
墓
の
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

新

潟

県

加

茂

川

ハ

ル

子

難
病
の
我
を
励
ま
し
教
え
子
が
電
話
か
け
来
ぬ
立
春
の
朝

福

井

県

元

山

章

一
郎

普
天
間
も
辺
野
古
も
な
ら
ぬ
民
の
声
怒
る
う
ん
ば
あ
ジ
ュ
ゴ
ン
の
海
ぞ

兵

庫

県

岸

元

守

九
十
一
歳
友
は
意
欲
に
満
ち
溢
る
小
説
古
か
ん
と
青
年
の
知

東

京

都

山

崎

一バ

吋
原
子
炉
爆
破
前
科
-
一
犯
の
イ
ス
ラ
エ
ル
が
惟
論
足
蹴
に
イ
ラ
ン
を
犯
う

服

〈
選
の
あ
と
に
〉

3

・
U
か
ら
1
年
が
め
ぐ
っ
て
来
ま
し
た
c

こ
の

酬
未
曽
有
の
大
災
合
は
い
ま
も
っ
て
本
質
的
な
解
決
を
凡
て
い
ま
せ
ん
。
氏

渦
現
に
関
心
を
も
つ
も
の
に
と
っ
て
は
、
既
製
の
コ
必
で
は
、
と
て
も
こ
の

m
-
事
態
を
点
現
で
き
な
い
と
い
う
思
い
が
深
く
ま
つ
わ
っ
て
米
ま
す
c
3

M

m
の
芦
を
聞
く
と
、
さ
す
が
に
心
の
采
ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
。
厳
し
い
状
況
を

伴
た
し
か
に
歌
う
た
め
に
は
、
柔
ら
か
な
心
が
必
要
で
す
。

oo 
n
y
 

2012年3月15日不屈

(
歌
壇
投
稿
は
、
毎
月
日
日
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
|
編
集
部
)

国
会
請
願
成
功
め
ざ
し
各
地
で
本
格

的
運
動
始
ま
る

(
2
月
1
日
現
在
)

〈北
海
導

署
名
三
唱
突
破
(
却
%
)
、

相
沢
良
市
周
年
碑
前
祭
「

1:
お
」
犯

人
参
加
。
札
幌
支
部
お
周
年
排
出
会

「1
・
げ
」
日
人

〈青
森
〉
弘
草
v
〈
郎
新
年
会
、
1
・
9
」

げ
人〈岩
手
〉

官
名
U
仰
に
あ
と
9
0
0
情

に
迫
る
ω
%

〈秋
田
〉
支
部
総
会
決
定
の
会

μ
n牒

は
4

9
7

4
に。

(現
4
4
8名
)
k

性
交
流
会
報
告
集
1

0
0
冊
普
及
へ

〈山
形
〉
署
名
6
千

筆
に
迫
る
(
日

・
6

i 

%) 
〈宮
城
〉
仙
台
支
部
が
多
喜
一
講
演
会

を
企
画
「
2
・
お」

〈群
馬
〉
活
動
再
開
県
版
不
服
強
行
、

会
員
4
名
用
で
印
名
突
破

〈千
葉
〉

「1
・
剖
」
則
明
会
、
将
名

6
千
活
雑
誌

〈東
京
〉
署
名
3
万
乍
以
上
、
文
部
は

改
め
て
目
標
設
定
、
太
田
支
部
.
内
辿
へ

〈神
奈
川
〉
署
名
l
万
6
千
唱
日
制、

会
員
で
8
千
筆
、
協
力
団
体
で
8
千
乍

の
方
針
。
今
問
%
、
埼
玉
の
山序一
郎
の

娘
さ
ん
川
崎
版
に
寄
稿

〈
長
野
〉

諏
訪
支
部
、
佐
久
支
部
新
た

な
前
進
へ
(
支
部
長
病
気
や
死
亡
の
た

一

め
)〈新
潟
〉
県
不
刷
版
ロ
ベ

l
ジ
建
で
、

「
山
本
五
十
六
も
や
教
科
芹
問
題
論
評

満
載
、
官
名
初
%
に
迫
る

〈石
川
〉

「l

・
幻
」
第
l
阿
署
名
椛

進
委
員
会
、
川
崎
動
推
進
が
仙
勢
の
民
主

的
打
開
の
道
と
確
認

〈厳
阜
〉
県
版
.
小
届
」
は
叩
ベ

l
ジ

述
、
レ

・
バ
、
ス
ペ
イ
ン
記
憶
法
、
教

科
書
問
題
特
集
。
署
名
お
%
超
す
。
岐

阜
支
部
女
性
集
会
に
幼
名
「
1・

6
」

〈
静
岡
〉

署
名
は
ω
%

〈
滋
賀
〉

1
1
3
月
を
署
名
活
動
集
中

期
間
に
設
定
、
特
別
の
推
進
資
料
発
行
、

湖
北
支
部
2
8
0筆
。
県
で
幻
%
。

〈京
都
〉
署
名
初
%
に
迫
る

〈大
阪
〉
2
月
理
事
会
で
府
本
部
結
成

羽
周
年
運
動
飛
雌
の
決
指
採
択

〈兵
庫
〉
署
名
4
8
8
3
乍
で
ロ
%
超

す
。
西
橋
支
部
結
成
「

1:
お」

〈忠
霊
〉
川
本
部
、

k
牧
町
議
会
に
な

け川
山
採
択
へ
陳
情
汗
提
出

〈岡
山
〉
署
名
刊
%
超

〈香
川

v
k
性
交
流
集
会
開
催
げ
名
参

加
「
1

・
n」

〈
高
知
〉

署
名
凶

・
5

%
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文
化
の
香
り
高
く

ω

第
日
回
神
奈
川

巾

第
日
回
じ
沢
の
多
舟
然
は
2
月
げ

-γs 
新
一
円
、
多
M

札
口
.
祭
克
行
委
員
会
と
同
盟
神

叩
一
奈
川
の
共
催
。
多
喜
二
が
逗
留
し
た
福

引
.
元
館
の
女
将
も
迎
え
伊
勢
原
市
民
文
化

悌
一
会
館
に
約
2
0
0
人
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
「
多
喜
二
が
受
け
継

い
だ
も
の
、
多
立
問
，
4

か
ら
受
け
継
ぐ
も

の
」
と
題
し
て
J

一
州
光
州
氏
(
多
喜
一
-

G
合
子
研
究
会
連
引
委
は

・
文
円
以
評
論

家
〉
が
眠
中
出
。
多
心
H
U
-
-

を
革
命
的
作
家

へ
と
成
長
さ
せ
た
側
面
と
、
多
喜
二
が

生
涯
を
貫
い
た
反
戦
平
和
の
姿
勢
を
、

多
喜
二
に
か
か
わ
る
諸
作
品
を
と
お
し

て
紹
介
、
多
喜
二
の
遺
忘
を
継
ぐ
こ
と

の
大
切
さ
を
よ
び
か
け
ま
し
た
ま
た

集
会
は
汗
楽
好
き
で
あ
っ
た
多
応
・
-
に

送
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
消
長

(
u
r
川
零
必
)
、

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
合
引
川

(
点
点
中
央

a

区
)
の

十

合
唱
な

?
官

ー
一
・
ど
、
文

必
凶
・
一

化
の
香

り
』
向
い

集
会
と

な
り
ま

2012年3月15日不周

七
沢
多
喜
二
一
祭
に
別
人

(神
奈
川
県
本
部
・

冨
矢
居
男
)

中
島
辰
猪
没
後

初
年
記
念
集
会

直1Jえ

医
療
は
万

民
の
も
の
と

の
信
念
で
、

戦
前
、
無
産

民
利
点
的
療
所
で

民
衆
の
た
め

の
医
療
を
釘

い
た
医
師
|

中
島
辰
猪
の
没
後
初
年
記
念
集
会
が
2

月
凶
日
、
同
盟
誌
飾
支
部
、
国
民
救
援

会
、
医
療
生
協
、
民
医
連
関
係
、
共
産

党
地
区
委
日
会
な
ど
の
呼
び
か
け
で
捌

か
れ
ま
し
た
c

こ
の
1
年
、
同
盟
中
央
の
雌
川
脳
性

氏
、
地
元
の
救
援
会
ら
が
協
力
し
て
大

分
県
宇
佐
生
ま
れ
、
五
高
、
千
葉
医
専

出
身
で
弾
圧
に
よ
っ
て

m歳
の
生
涯
を

閉
じ
た
中
島
辰
猪
の
足
跡
調
査
を
行
い
、

藤
間
氏
が
報
告
し
ま
し
た
9

「南
岱
労

働
者
の
歌
」
の
見
戸
コ
ー
ラ
ス
や
民
医

辿
医
師
の
記
念
活
情
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

正し 【 日新 俳 (碑と地は碍
し「本;Hで設ノド句 墓銘 しにこ飾ま
、山紙 .iEすし紙 .尽 板て引の ・た

芸 Zf 】 ふ手~ ~~ 事警な烹世詰 2
び」「 る 号 柳 飾去継先限寺の
しは祇 2第か 掴 支 Siが生之江基分
ま.， tii ~. 1 ら 町 立s仇れの 。所骨
ぬ と回俳 新 、議て思先にが

。田 1作 控締局 設 小空ゆ忽生「葬
寿 {象 川l 切、 松れくはの:ら
7・」 、は 川 伸 ま;今心いれ
」の 'l; 3捌l 哉 し」もはまて
とJ，.!. 1<:-~ 月欄 )たの脈こ先い
訂山 1 15を 諸々の生る

略安雄持法と現f¥!DI好評発売苛
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2
月
刊
は
日

集
会

2
月
刊
白
川
際
人
権
活
動

n本
委
只

会
幹
事
会

2
月
刊
日

中
島
辰
猪
没
後
初
年
記
念

集
会

2
月
げ
白

神
奈
川

・
七
沢
多
喜
二
祭

2
月
引
j
幻
日

小
林
多
喜
二
同
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
小
僧
)

2
月
幻
日
同
際
女
性
デ
l
中
央
大
会

実
行
委
品
会 第

1
回
全
凶
汗
年
部
交
流

• 
一一
…
ι

………山一一フ
治安維持法犠牲者間償要求同盟 」企画・編集
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治安維持法と現代を結ぶ運動理論詰


